
第 23回 広島市障害者フライングディスク大会実施要項 

 
１ 目 的 

本大会は、障害者スポーツの振興を図るとともに、障害者に対する社会の理解と認識を深め、障害者

の自立と社会参加の促進に寄与することを目的として開催する。また、本大会は全国障害者スポーツ

大会の市予選会を兼ねるものである。 

 

２ 主 催 

  広島市 

 

３ 共 催 

公益社団法人 広島市身体障害者福祉団体連合会 

社会福祉法人 広島市手をつなぐ育成会 

広島市精神保健福祉家族会連合会 

 

４ 主 管 

  広島市障害者スポーツ協会 

 

５ 協 力（予定） 

ひろしま障害者フライングディスク協会・広島県障がい者スポーツ指導者協議会・広島文教大学・ 

広島文化学園大学・安田女子大学・広島大学霞 ASC・県立広島大学 ASC・広島修道大学 ASC・ 

広島県手話通訳派遣委員会・要約筆記サークル二輪草・広島市心身障害者福祉センター 

 

６ 日 時 

令和 4年 11月 20日（日） 【雨天決行】  

受 付  ９：００～ ９：５０       ウォーミングアップ  ９：1０～ ９：4０ 

開会式 １０：００～１０：１０ 

競 技 １０：２０～１３：００（予定） 

 

７ 場 所 

エディオンスタジアム広島（広島市安佐南区大塚西五丁目１番１号 別紙会場図参照） 

当日連絡先：広島市障害者スポーツ協会 

 ０９０－１３３５－９４９９（午前８：００～） 

 ｓｉｓｙｏｕｓｐ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

 

８ 参加資格 ①および②に該当する者とする。 

① 令和 5年 4月 1日時点 13歳以上で、障害区分に応じて次の要件を満たす者。 

【身体障害者】身体障害者手帳所持者（ただし内部障害者は、ぼうこう・直腸機能障害のみ） 

【知的障害者】療育手帳所持者、あるいはその取得の対象に準ずる障害（※）の有る者 

【精神障害者】精神障害者保健福祉手帳所持者、又は自立支援医療(精神通院)受給者 

② 本市に住所を有する（住民票が有る）者。ただし、市内の学校・施設に在籍している者は参加できるもの

とする。 

（※）「取得の対象に準ずる障害」とは、以下の書類のいずれかが提出できる者。ただし、本大会申込時に

は、提出不要です。 

  ・児童相談所・知的障害者更生相談所長の判定書の写し 

  ・医師の診断書 

  ・在籍（在学、通所、入所）又は卒業（退所）先の所属長による証明書 



９ 競技種目（アキュラシー競技・ディスタンス競技から、各１種目ずつ出場可能。） 

  ◎アキュラシー競技：一定の距離を置いた輪に向けてディスクを連続して１０回投げ、輪の中を通過した枚数を

競う。 

    ディスリート・ファイブ（輪までの距離が 5ｍ） 

ディスリート・セブン （輪までの距離が 7ｍ） 

  ※男女混合で実施する場合あり。 

  ◎ディスタンス競技：ディスクを連続して 3回投げ、最も遠くへ飛んだディスクの距離を競う。 

スタンディング（立って競技する） 

    シティング（座って競技する） 

  ※男女別で実施。 

10 表彰 

各競技種目の組ごとで表彰を行う。 

 

11 参加制限 

1人につき、アキュラシー競技およびディスタンス競技から、それぞれ 1種目以内とする。 

 

12 競技規則 

令和４年度全国障害者スポーツ大会競技規則による。 

 

13 申込み 

令和４年9月30日（金）〈必着〉までに、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、以下の申込先にメール、

ＦＡＸ・郵送・持参すること。 

ＦＡＸでお申込みの場合には、同協会から受取り確認をＦＡＸしますので、確認をお願いします。 

 

（申込先・問い合わせ先） 

広島市障害者スポーツ協会 

〒732-0052 広島市東区光町二丁目１番５号 広島市心身障害者福祉センター内 

休館日は水曜日・祝日の翌日（翌日が水曜日の場合翌々日）  

電話・ＦＡＸ ０８２－２６３－３３９４（ＦＡＸ受信は休館日でも可能） 

メール    info@hiroshima-safd.jp 

 

14 その他 

(1) 精神障害者は、全国障害者スポーツ大会競技規則上、選考の対象とならない。 

(2) 大会中のケガ等については、きり傷・すり傷等軽微な応急処置以外の対応は行えないので留意すること。 

(3) 新型コロナウイルス感染予防対策のため、競技中においてもできる限りマスクを着用するとともに、手洗

いおよび、アルコール消毒薬による手指およびフライングディスクの消毒に努めること。 

(4) 新型コロナウイルス感染予防対策のため、参加関係者の来場は介助・送迎等による最低限度の人数にとど

めること。 

(5) 選手、役員以外は競技エリアに入場できない。ただし、介助が必要等の理由により、申込時に申請をした

ものについてはこの限りではない。 

(6) 新型コロナウイルス感染予防対策のため、選手、介助者は、観戦エリアに入場できない。 

(7) 競技を行う時は、競技用の服装（運動しやすい服装等）とし、靴はスパイクが付いていない運動靴を着用す

ること。 

(8) 大会中、出場者の様子を撮影する場合があるので、了承のうえ参加すること。 

(9) 参加者の撮影は、観覧スタンドからすること。家族、親族または関係者以外の者が、参加者を撮影し

ないこと。 

(10) 雨具は各自用意すること。 


